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Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
法
華
経

萱
　
間
　
顕
　
誠

　
　（
要
旨
）

　
平
成
二
十
六
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
と
そ
の
実
用
化
に
貢
献
し
た
三
名
の
日
本
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
原
理
は
、
固
体
物
性
物
理
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ン
ド
理
論
に
基
づ
き
ま
す
。
固
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ン
ド
の
構
造
は
、
法
華
経
の

説
相
に
基
づ
い
て
天
台
大
師
が
考
案
さ
れ
た
「
一
念
三
千
大
千
世
界
」
の
死
生
観
の
構
造
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
世
界
を
照
ら
す
」
と
は
、
法
華
経
は
世
界
を
照
ら
す
と
見
倣
せ
ま
す
。
こ
の
関
係
は
法
華
経
以
外
の
如
何
な
る
聖
典
に
よ
っ
て
も
不
可

能
で
し
ょ
う
。
従
っ
て
、
全
宇
宙
世
界
の
平
和
は
、
唯
だ
法
華
経
だ
け
に
よ
っ
て
輝
か
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る

に
は
、
四
大
格
言
が
必
須
の
教
化
法
に
な
り
ま
す
。

一
、
固
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ン
ド

　
次
頁
の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
三
千
大
千
世
界
と
固
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ン
ド
と
を
対
比
さ
せ
た
図
で
す
。
固
体
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
電
子

e－
は
、
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
、
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
帯バ
ン
ド

に
遷
移
し
、
電
子
が
抜
け
出
た
あ
と
に
空あ

な孔
が
出
来
ま
す
。
こ
の
空
孔

は
、
外
場
に
対
し
て
＋プ
ラ
ス

の
価
電
子
の
よ
う
に
振
舞
う
の
で
「
h＋
」
と
記
し
て
、「
正
孔
」
と
言
い
ま
す
。
電
子
が
下
の
正
孔
に
落
ち
込
む

と
、
電
子
と
正
孔
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
差
に
相
当
す
る
振
動
数
の
光
を
放
射
し
ま
す
。

　
右
の
事
象
は
、
幽
界
に
あ
る
魂
が
游
魂
を
獲
て
、
人
間
界
に
誕
生
し
、
ま
た
、
人
が
死
亡
す
る
と
幽
界
に
落
ち
込
ん
で
、
そ
の
人
の
生
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e－：電子
h＋：正孔
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魂
が
游
魂
と
な
っ
て
身
体
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
に
対
比
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
遷
化
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
固
体
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
電
子
は
、
自
由
に
空
間
を
動
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
仏
界
の
仏
達
は
、
九
界
以
下
に
束
縛
さ
れ
な
い
の

で
、
仏
界
は
自
由
空
間
に
対
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
自
由
空
間
中
の
一
個
の
水
素
原
子
に
は
、
一
個
の
電
子
が
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
電
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
と
光
の
吸
収
・
放
射
を

も
図
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
固
体
を
構
成
し
て
い
る
原
子
は
、
多
数
個
の
電
子
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
電
子
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
は
複
雑
な
構
造
の

帯バ
ン
ド

を
形
成
し
て
い
る
。
図
で
は
単
純
化
し
て
、
描
い
て
あ
り
ま
す
。

二
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

　
あ
る
種
の
不
純
物
を
含
む
半
導
体
結
晶
で
は
、
外
場
に
対
し
て
、
電
子
e－
の
動
き
が
電
流
と
な
る
。
こ
の
型
の
結
晶
を
「
ｎ
型
半
導

体
」
と
言
い
、
e－
と
記
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
正
孔
h＋
の
動
き
が
電
流
と
な
る
結
晶
を
「
ｐ
型
半
導
体
」
と
言
い
、
h＋
と
記
す
こ
と

に
す
る
。
こ
の
二
つ
の
型
の
結
晶
を
接
合
し
た
素
子
を
「
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」
と
言
い
、light-em

iting diode

の
頭
文
字
か
ら
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
、
h＋ e－
と
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。
ｎ
型
半
導
体
の
側
に
負
マ
イ
ナ
ス

の
電
圧
を
加
え
、
ｐ
型
半
導
体
の
側
に
正プ
ラ
ス

の
電
圧

を
加
え
る
と
電
子
は
左
方
へ
移
動
し
、
正
孔
は
右
方
へ
移
動
し
、
接
合
部
分
で
、
電
子
は
正
孔
に
落
ち
込
み
、
電
子
と
正
孔
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
差
の
振
動
数
の
光
を
放
射
す
る
。
こ
れ
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
仕
組
み
で
す
。
次
の
図
の
様
に
な
り
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
逆
現
象
で
す
。
次
の
図
の
様
に
な
り
ま
す
。
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三
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　
赤
色
光
と
緑
色
光
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
既
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
光
源
と
し
て
実
用
に
耐
え
得
る
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
光
の
三

原
色
が
揃
う
こ
と
に
な
り
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
省
消
費
電
力
の
照
明
器
具
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
開
発
の

事
情
に
つ
い
て
は
、
文
献
『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』（
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
）「
緊
急
特
集
│
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
│
中
村
修
二
氏

が
語
る
開
発
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

光

h＋ e－

＋ －

ＬＥＤの仕組み

電　　　流

光

h＋ e－

太陽光発電の仕組み

08　萱間氏.indd   87 2016/07/26   11:49



「教化学研究６」2015. 3 88

　
こ
の
様
に
…
…
因
縁
果
報
因
縁
果
報
…
…
の
網
の
目
は
、
全
宇
宙
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
を
時
間
的
に
表
現
す
れ
ば
、
始
め
も

終
り
も
な
い
「
久
遠
実
成
」
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
85
頁
の
図
の
様
に
、
衆
生
の
心
（
三
千
大
千
世
界
）
と
固
体
の
心
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ

ン
ド
）
の
構
造
は
同
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。
則
ち
こ
の
図
は
、
国
土
草
木
な
ど
万
物
の
成
仏
を
表
し
て
い
ま
す
。
法
華
経
以
外
の
如
何
な

る
聖
典
で
も
、
決
し
て
此
の
様
に
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
法
華
経
は
仏
教
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　
仏
教
は
、religion

（
人
と
自
分
が
神
聖
と
み
な
す
も
の
と
の
絆
）
で
は
な
く
、
縁
起
の
法
で
す
。
縁
起
の
法
則
を
精
密
化
し
た
教
え

が
現
代
科
学
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
科
学
が
進
歩
す
れ
ば
す
る
程
、
科
学
は
仏
教
に
接
近
し
ま
す
。
そ
の
反
対
に
、religion

的
信
仰

は
増
々
科
学
の
進
歩
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、religion

的
信
仰
各
派
の
抗
争
は
、
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
収
拾
の
目

処
が
立
た
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
故
に
、
全
宇
宙
世
界
の
平
和
達
成
に
は
、
四
大
格
言
﹇
註
﹈
が
必
須
の
教
化
法
に
な
り
ま
す
。
御
清
聴

光
（
果
）

（
因
）

（
縁
）

（
報
）

h＋ e－

（
因
）

（
縁
）

h＋ e－

四
、
結
語

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
太
陽
光
発
電
素
子
と
の
関
係
を
模
式
化
し
て
描
け
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
拍
手
。

﹇
註
﹈
こ
こ
に
、「
四
大
格
言
」
と
は
、「
キ
リ
ス
ト
念
仏
無
間
・
イ
ス
ラ
ム
禅
天
魔
・
ユ
ダ
ヤ
律
国
賊
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
真
言
亡
国
」
の
こ

と
で
す
。
仏
教
は
、
縁
起
の
法
で
あ
っ
て
、religion

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
時
代
に
、religion

の
翻
訳
語
と
し
て
の
「
宗
教
」
が
定

着
し
て
か
ら
、
日
本
人
の
思
考
の
中
に
、
昏
乱
が
起
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
、
こ
の
昏
乱
を
除
去
す
る
目
的
で
、
四
大
格
言
を
発
言
し
続

け
て
い
ま
す
。

　
所
謂
「
念
仏
は
無
間
地
獄
の
業
、
禅
宗
は
天
魔
の
所
為
、
真
言
は
亡
国
の
悪
法
、
律
宗
は
国
賊
の
妄
説
」（
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文

四
三
〇
頁
）
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
列
島
だ
け
に
通
用
す
る
格
言
で
し
た
。
明
治
維
新
以
後
は
、
地
球
上
に
広
く
流
布
し
て
い
る

religion

の
四
つ
の
宗
派
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
ヒ
ン
ド
ヮ
ー
教
と
を
合
わ
せ
て
、「
四
大
格
言
」
と
な
り
ま

す
。
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